
PRESS RELEASE                            小平市  

この度、小平郷土研究会（会長：竹内誠一郎）は『小平の屋号』を刊行し

ました。 

屋号は、昭和３０年代までは頻繁に使われていましたが、現在はほとん

ど使われていません。小平郷土研究会が一軒ずつ調査し、屋号が残って

いる家を街道ごとに地図に落として表示しました。 

屋号があった時代を知る方々も高齢となり、調査し、まとめるのは今回

が最後の機会だったかもしれません。 

【小平市郷土研究会】…昭和３５年に発足した市民グループ。当時『小平町誌』が編纂され

たのを契機に、行政の史料にはない市民の立場で見た歴史や生活・暮らしぶりなどを再発掘

し後世に残そうと立ち上がった有志によって結成されました。  

【屋号とは】…江戸期から明治・大正にかけて純農村だった小平で、農家が冬の農作業がな

い農閑期に竹を編んで籠を作ってまわりの農家に売る「かご屋」、下駄の材料を仕入れて製

造し販売する「げた屋」、茅葺き屋根の修理を請け負う「屋根屋」、「オカシラ」などその

地区の立場を表すものなど、様々な屋号があります。屋号は代々受け継がれ、その地区全体

で足りないものを互いに補い合って生活していました。いわば小平の歴史的な文化とも言え

るものです。  

 

 

 

 

 

 

【販売場所】ありません。 

郷土の歴史に興味があり、当会への入会を検討していただける方に、 

差し上げます。問合せ先へご連絡ください。 

【価  格】無料 

【問合せ】 

小平郷土研究会  会長 竹内 誠一郎  

Tel：042-345-6776 Fax：042-345-6776  

携帯：090-6473-6776  

E-mail:kodaira-takeuchi@jcom.home.ne.jp 

【添付資料】 

☑ 写真 ２枚 

□ チラシ 

□ 
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